
ひょうご

緑 の 募 金
（題字　井戸敏三会長）

No.34
2013.3

植生遷移－里山は今後どうなるのか－植生遷移－里山は今後どうなるのか－植生遷移－里山は今後どうなるのか－植生遷移－里山は今後どうなるのか－植生遷移－里山は今後どうなるのか－

平成25年用国土緑化・育樹ポスター原画コンクール文部科学大臣賞・国土緑化推進機構会長賞
　　（山口修平　2年　兵庫県立芦屋特別支援学校）　（応募時）

　桜島や伊豆諸島では流出年代の異なる溶岩
流に各々違った植生が成立しています。この
ことから植生は一定ではなく、時間と共に変
化することが明らかとなりました。このよう
な溶岩原の裸地から始まる植生の変化は一次
遷移とよばれ、高校の教科書にも載せられて
います。暖温帯（照葉樹林帯）の一次遷移の系
列は研究者間での違いが大きく、統一的な見
解はまとめられていませんでしたが、私達の
2012年の研究で裸地→地衣・コケ群落→スス
キ－イタドリ群落→クロマツ林→タブノキ
（型）林→シイ－タブ－カシ混交林という系列
にまとめられることがわかりました。この系
列は種子の散布型でみると風散布型→鳥散布
型→重力散布型と変化しているのが読み取れ
ます。
　植生の変化は溶岩地帯だけでなく、全国ど
こでも見ることができますが、多くの場合、
土壌がまったく存在しない溶岩原のような裸
地からの遷移ではなく、土壌が残された伐採
跡地や田畑の放棄地に生じている遷移です。
このような遷移は一次遷移に対して二次遷移
とよばれています。
　私達の周囲に残されている里山をこの二次
遷移の視点から調べてみましょう。昭和30
年代以前の燃料や肥料を採取するために維持
されてきた里山の多くは、アカマツ林でした。
アカマツ林は用材や燃料確保のために数十年
単位で伐採され、天然下種更新で再生される
という周期によって何百年以上にわたって利
用され続けてきました。伐採後のアカマツ低
木林からアカマツ高木林までの遷移段階で繰
り返し利用されてきたと見ることもできます。
それが、昭和30年代に始まる燃料革命によって、またマツク
イムシによる松枯れによってアカマツ林は大きく変化しまし
た。林冠木のアカマツが衰退し、林内に生育していたコナラ、
アベマキなどが林冠を占めるようになりました。アカマツ林
から落葉広葉樹林へと大きく遷移したのです。里山が利用さ
れていない現在、落葉広葉樹林の段階で遷移の流れが止まる
わけではありません。現在コナラ－アベマキ林の低木層や亜
高木層にはアラカシ、ヒサカキ、ネズミモチ、ヒイラギ、ソ
ヨゴといった照葉樹が繁茂し、次の段階へと動き始めていま
す。六甲山の新神戸駅周辺では、すでにコナラ－アベマキ林
からアラカシ林へと遷移した所もあります。
　里山は低林という低い林冠木から構成され、低木の散生す

る疎林のような樹林でした。それが現在では二次遷移によっ
てコナラ、アベマキなどの落葉広葉樹の高林（樹高が高く、
幹も太い樹林）化やさらにアラカシなどによる照葉樹林化が
進んでいるということになります。このような樹林は歴史上
一度も経験したことのないものであり、どのように管理すれ
ば良いのかがわかっていません。兵庫県が進めている里山の
夏緑高林化は一つの方法ですが、手を加えることができない
大面積の里山は遷移にまかされたままになっています。六甲
山などの急傾斜地では防災上も植生遷移に対する管理手法の
検討が急務です。
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整備された遊歩道とベンチの設置

作成した「円筒はにわ」とサクラの植栽

地域住民参加の記念植樹大会

　平成12年11月に発足した森林ボランティア団体
「でるくいわーくす」は、12年の充実した取り組
みを評価され、「ひょうご森のまつり2012」にお
いて、ひょうご森づくり活動賞を受賞されました。
　同団体は、国文学者　柳田　國男先生の生誕地
である神崎郡福崎町の東部に位置する福崎町大貫
地区を中心に活動し、西島　修一さんを代表に20
名で構成されています。
　平成21年度里山ふれあい森づくり事業を活用し
た里山林の整備（遊歩道の開設、ベンチの設置）、
古墳の整備、「円筒はにわ」の作成などの活動を
地域住民と連携して展開しています。

　整備された里山林に接する相山古墳一帯では、
数多くの「円筒はにわ」等が出土して地域住民は
もとより、県民の感動を得ています。
　歴史の町、福崎町での「円筒はにわ」の作成は、
小・中学生の歴史学習、こころ豊かな人格形成、
調和ある地域の発展に資するものとして取り組ま
れています。

　放置されていた「相山古墳」周辺は竹林に覆い
尽くされていましたが、同団体の1年間の活動に
より、写真のようにきれいに整備され、現在では、
子供から大人まで気軽にハイキング等ができる憩
いの場として、地域住民に親しまれています。

　同団体による里山林の整備や相山古墳の整備は、
構成員のみならず、広く地域住民にも呼びかけ、
記念植樹大会を開催する等、地域をあげての取り
組みとし、県民総参加の森づくりの推進に寄与し
ています。


